
第１

議案第６４号 令和４年度南あわじ市一般会計補正予算（第６号）

議案第６９号 令和４年度南あわじ市福良財産区特別会計補正予算（第１号）

議案第７０号 令和４年度南あわじ市北阿万財産区特別会計補正予算（第１号）

議案第７１号 令和４年度南あわじ市沼島財産区特別会計補正予算（第１号）

議案第７３号 地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理
に関する条例制定について

議案第７４号 南あわじ市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条
例の一部を改正する条例制定について

議案第７５号 南あわじ市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定に
ついて

議案第７６号 南あわじ市議会議員及び南あわじ市長の選挙における選挙運動の
公費負担に関する条例の一部を改正する条例制定について

議案第７７号 南あわじ市一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条
例の一部を改正する条例制定について

議案第７８号 南あわじ市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の
一部を改正する条例制定について

議案第７９号 南あわじ市個人情報の保護に関する法律施行条例制定について

議案第８０号 南あわじ市個人情報保護審査会条例制定について

議案第８１号 南あわじ市防災会議条例の一部を改正する条例制定について

議案第８２号 南あわじ市教育振興基本計画策定委員会条例の一部を改正する条
例制定について

議案第８３号 南あわじ市学ぶ楽しさ支援センター条例制定について

議案第８４号 南あわじ市公民館条例の一部を改正する条例制定について

議案第８９号 定住自立圏形成協定の変更について

議案第９２号 公の施設の指定管理者の指定について（サンプール）

議案第１００号 令和４年度南あわじ市一般会計補正予算（第７号）

議案第１０１号 南あわじ市放課後児童健全育成事業の実施に関する条例の一部を
改正する条例制定について

議案第１０２号 南あわじ市アフタースクール事業の実施に関する条例制定につい
て

第１１６回南あわじ市議会定例会議事日程（第６号）

令和４年１２月１９日（月）午前１０時開議

議案第６４号、議案第６９号～議案第７１号、議案第７３号～議案第８４号、議案第
８９号、議案第９２号、議案第１００号～議案第１０２号（２１件一括上程）



第２

議案第６５号 令和４年度南あわじ市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

議案第６６号 令和４年度南あわじ市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１
号）

議案第６７号 令和４年度南あわじ市介護保険特別会計補正予算（第１号）

議案第６８号 令和４年度南あわじ市国民宿舎事業特別会計補正予算（第１号）

議案第７２号 令和４年度南あわじ市下水道事業会計補正予算（第１号）

議案第８５号 南あわじ市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定につい
て

議案第８６号 南あわじ市都市公園条例の一部を改正する条例制定について

議案第８７号 南あわじ市火葬場条例の一部を改正する条例制定について

議案第８８号 南あわじ市鳴門岬駐車場「うずまちテラス」条例制定について

議案第９０号 字の区域の変更について（倭文長田、湊地区）

議案第９１号 浮体式多目的公園老朽化対策工事請負変更契約の締結について

議案第９３号 公の施設の指定管理者の指定について（火葬場）

議案第９４号 公の施設の指定管理者の指定について（さんゆ～館）

議案第９５号 公の施設の指定管理者の指定について（ゆーぷる）

議案第９６号 公の施設の指定管理者の指定について（ゆとりっく）

議案第９７号 公の施設の指定管理者の指定期間及び施設名称の変更について
（国民保養センター「鳴門みさき荘」他２施設）

議案第９８号 公の施設の指定管理者の指定について（伊毘漁港海岸環境施設）

議案第９９号 公の施設の指定管理者の指定について（浮体式多目的公園）

第３ 発 委 第 ５ 号 南あわじ市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一
部を改正する条例制定について

第４ 発 委 第 ６ 号 オンライン本会議の実現に必要となる地方自治法改正を求める意
見書

第５ 議員派遣の申し出

第６ 議会運営委員会、常任委員会の閉会中の継続調査の申し出

議案第６５号～議案第６８号、議案第７２号、議案第８５号～議案第８８号、議案第
９０号～議案第９１号、議案第９３号～議案第９９号（１８件一括上程）



甫あわじ市議会議長　長　船 口 博　様

令和４年 １　２ｊ　１　４日

ＴＴＴＴ回
総務文教常任委員会委員長　土　 ヨ片　　 Ｍｊ

委　員　会　審　を　報　若　書
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本委員会に吭託の事イ牛は、畜をの結束、下記のとお り決定したので、 会議規只｜』第１ ０８
粂の規定によ り報告します。

記

議案 番脣 件　　　　　　　　佑 結　果

議案 第６ ４そ

議案 第６ ９そ

議案 第７ ０倚

議案 第７ １硲

議案 第７ ３篶

氛案 第７ ４号

議案 第７ ５そ

議案 第７ ６号

議案 第７ ７そ

令和 ４年度南あわ じ市一般会計補‾瓦予算（第６ そ）

令手口４ 年度南あわじ市福良財ｔ区特別会計補ｍ予算 （第１
号）

令手口４ 年度南あわじ市北Ｍ万財産区特ＳＩ」会牡補了Ｅ予算 （第
１号）

個和 ４年度南あわ じ市沼あ財ｔ区特ＳＩＸ会計補ｍ予算（第１
号）

地方ぬ務員ぼの一部を改ｌＥする法律の施行に伴 うＭ係条例
の整ミに関する条例加』定について

南あわじ市特別職の職員で常勤のものの給与湎、び崔費に関
する条例の一部を改‾Ｅする条例制定について

南あわじ市職員の給与に関する 粂例の一部を改ＴＥする条例
制定について

南あわじ市議会議員八び南あわじ市長の選単における選挙
ミ勣のが費負祖に関する条例の一部を改‾をする 条例制定に
ついて

南あわじ市一般職の任期付職員の採用八び給与の特例に愾
する条例の一部を改ＴＥする条例鼈定について

脣案 可決

原案 ‾ｊ］‘決

脣案 可決

原案 可決

原案 ‾罵決

原案 ‾ｊＴ決

原案 可決

原案 可決

罌、案可決



議 案 番 号 件 名 結 果

議案第７８号 南あわじ市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する
条例の一部を改正する条例制定について

原 案 可 決

議案第７９号 南あわじ市個人情報の保護に関する法律施行条例制定につ
いて

原 案 可 決

議案第８０号 南あわじ市個人情報保護審査会条例制定について 原 案 可 決

議案第８１号 南あわじ市防災会議条例の一部を改正する条例制定につい
て

原 案 可 決

議案第８２号 南あわじ市教育振興基本計画策定委員会条例の一部を改正
する条例制定について

原 案 可 決

議案第８３号 南あわじ市学ぶ楽しさ支援センター条例制定について 原 案 可 決

議案第８４号 南あわじ市公民館条例の一部を改正する条例制定について 原 案 可 決

議案第８９号 定住自立圏形成協定の変更について 原 案 可 決

議案第９２号 公の施設の指定管理者の指定について（サンプール） 原 案 可 決

議案第１００号 令和４年度南あわじ市一般会計補正予算（第７号） 原 案 可 決

議案第１０１号 南あわじ市放課後児童健全育成事業の実施に関する条例の
一部を改正する条例制定について

原 案 可 決

議案第１０２号 南あわじ市アフタースクール事業の実施に関する条例制定
について

原 案 可 決



市あわじ市議会議長　長　船 口 博　様

え葹厚圭常任委員会委員長

令和４年 １　２ｊ　１　５　日
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委　員　会　審　ま　報　告　書

本委員会にイ才託の事件は、審まの結果、下記の とお り決定したので、 会議規ｍ第１ ０８
条の規定によ り報告します。

記

議案 番号 件　　　　　　　　名 結　果

議案 第６ ５昜

議案 第６ ６倚

議案 第６ ７号

徴案 第６ ８倚

議案 第７ ２昜

議案 第８ ５そ

議案 第８ ６号

議案 第８ ７そ

議案 第８ ８発

殆天口４ 年度南あわじ市日民覧康保険特ＳＩ」会牡補工Ｅ予算 （第
２号）

令４万口 ４年度南あわ じ市後期高齢者を療特別会計補ｌＥ予算
（第 １号）

殆和 ４年度南あわ じ市介護縦険特別会計補ｍ予算 （第１
号）

令手口４ 年度南あわじ市日Ｒ宿舎本業特鬚会計補ＴＥ予算 （第
１号）

令手口４ 年度南あわじ市下水道事業会計補‾弖予算（第１ 倚）

南あわじ市国Ｒ健康保険税条例の一部を改ｉＥする条例申』定
について

南あわじ市都市ぬ圉条例の一部を改ｍする茶イタり制定につい
て

南あわじ市大葬湯茶例の一部を改ｉＥする条例制定について

南あわじ市鳴Ｐ９岬駐本場 「う ずま ちテ ラス」条例制定につ
いて

原案 可決

原案 可決

罌、案可決

原案 虱決

脣案 可決

原案 可決

原案 可決

原案 可決

原案 可決



議 案 番 号 件 名 結 果

議案第９０号 字の区域の変更について（倭文長田、湊地区） 原 案 可 決

議案第９１号 浮体式多目的公園老朽化対策工事請負変更契約の締結につ
いて

原 案 可 決

議案第９３号 公の施設の指定管理者の指定について（火葬場） 原 案 可 決

議案第９４号 公の施設の指定管理者の指定について（さんゆ～館） 原 案 可 決

議案第９５号 公の施設の指定管理者の指定について（ゆーぷる） 原 案 可 決

議案第９６号 公の施設の指定管理者の指定について（ゆとりっく） 原 案 可 決

議案第９７号 公の施設の指定管理者の指定期間及び施設名称の変更につ
いて（国民保養センター「鳴門みさき荘」他２施設）

原 案 可 決

議案第９８号 公の施設の指定管理者の指定について（伊毘漁港海岸環境
施設）

原 案 可 決

議案第９９号 公の施設の指定管理者の指定について（浮体式多目的公
園）

原 案 可 決



（別紙） 

 

議案第８６号南あわじ市都市公園条例の一部を改正する条例制定について 

に対する附帯決議 

 

 

 今回の南あわじ市都市公園条例の一部を改正する条例制定については、現状、神道

ふれあい公園利用者の市民の多くの方々が、トイレ利用で困っており、早急に対処し

なくてはならない。したがって、市としてはトイレ設置に向けて、早急に検討し実施

すること。並びに、屋根付きの休憩施設がなく、夏場炎天下で困っている方も多いの

で東屋の設置も含めて、実施することを要望します。 

なおかつ、その施設の屋根部材は、淡路瓦を使用することも併せて要望します。 

 



発委第５号

南あわじ市議会議を　長　船 口 博様

令和４年 １２ １１ ９日

提芭者　　　　　　　　　　　　　　　一一－
し千丁

議会皿娶員会委員長　谷　 口　 ・ネレプゾノ

南あわじ市議会議員の議員報酬Ｘび費用弁償等に関する条例

の一部を改ｉＥする条例制定について

ｙ………ｋザｊ　１；　ｊ
万口
－＿－・．ミミ　 ・一

上龍の議案を、緊紙のとお りま力自治ま第１ ０９ 条第６項八び会徴規聡第１ ３条

第２項の規定によ り提ｉします。



 

 

南あわじ市条例第  号 

 

   南あわじ市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一 

   部を改正する条例 

 

南あわじ市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例（平成 17 年南

あわじ市条例第 32 号）の一部を次のように改正する。 

 第５条第３項の表を次のように改める。 

６箇月 ５箇月以上６箇

月未満 

３箇月以上５箇

月未満 

３箇月未満 

100 分の 220 100 分の 176 100 分の 132 100 分の 66 

 附則に次の１項を加える。 

 （令和４年 12 月に支給する期末手当に関する特例措置） 

10 令和４年 12 月に支給する期末手当に関する第５条第３項の規定の適用に

ついては、同項の表中「100 分の 220」とあるのは「100 分の 225」と、「100

分の 176」とあるのは「100 分の 180」と、「100 分の 132」とあるのは「100

分の 135」と、「100 分の 66」とあるのは「100 分の 67.5」とする。 

 

   附 則 

（施行期日等） 

１ この条例は、公布の日から施行し、この条例による改正後の南あわじ市議

会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の規定（次項において「改正

後の条例の規定」という。）は、令和４年 12 月１日から適用する。 

（期末手当の内払） 

２ 改正後の条例の規定を適用する場合においては、この条例による改正前の

南あわじ市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の規定に基づい

て支給された期末手当は、改正後の条例の規定による期末手当の内払とみな

す。 

 



南あわじ市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例新旧対照表 

現     行 改  正  案 備 考 

第１条～第４条 略 第１条～第４条 略  

（期末手当） （期末手当）  

第５条 略 第５条 略  

２ 略 ２ 略  

３ 期末手当の額は、期末手当基礎額に、その者の当該基準日以前６

箇月以内の期間における在職期間に応じ、次の表に掲げる割合を乗

じて得た額とする。 

３ 期末手当の額は、期末手当基礎額に、その者の当該基準日以前６

箇月以内の期間における在職期間に応じ、次の表に掲げる割合を乗

じて得た額とする。 

 

６箇月 ５箇月以上６

箇月未満 

３箇月以上５

箇月未満 

３箇月未満 

100分の215 100分の172 100分の129 100分の64.5 
 

６箇月 ５箇月以上６

箇月未満 

３箇月以上５

箇月未満 

３箇月未満 

100分の220 100分の176 100分の132 100分の66 
 

 

４ 略 ４ 略  

附 則 附 則  

１～９ 略 １～９ 略  

 （令和４年12月に支給する期末手当に関する特例措置）  

 10 令和４年12月に支給する期末手当に関する第５条第３項の規定の

適用については、同項の表中「100分の220」とあるのは「100分の22

5」と、「100分の176」とあるのは「100分の180」と、「100分の132」

とあるのは「100分の135」と、「100分の66」とあるのは「100分の67.

5」とする。 

 

   



 
 

提出の理由 

 

 この条例の一部改正は、人事院勧告に準拠し、期末手当を引き上げる改正をす

る一般職及び特別職と同様に、議員についても期末手当の支給割合を改定するた

め、所要の改正を行うものです。 

 その内容は、６月と１２月に支給される期末手当２．１５月をどちらも２．２

０月とし、期末手当を年間で０．１０月引き上げるものです。 

なお、附則でこの条例は、公布の日から施行し、令和４年度の引上げに相当す

る額を令和４年１２月に支給する期末手当に増額する特例措置を定めております。 



発委第６そ

南あわじ市議会議長　長　か 口 博　様

令和 ４年 １　２ｙへ　１　９日

提莖ｔ

議会ミ常委員会委員長　笞　ロ　博

オンライ ン本会議の実現にあ要となる

ｔ方自治法改ｍを求める意見書
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上Ｅの議案を、ＳＩ』紙のとお りＪ加：ぢ自治ま第１ ０９条第 ６ＪＩ八び会議規則第１３条

第２ １１の賈包により ｌｌ■します。

サ：レ
プ‾八
こ｜ミ

土七



 

オンライン本会議の実現に必要となる 

地方自治法改正を求める意見書 

 

 

新型コロナウイルス感染症の収束がいまだに見通せない中、

地方議会では、議員や関係者の新型コロナウイルス感染や濃厚

接触者等により、議場に参集することができず、議会を開催でき

ないなどの事態が発生している。 

また、近年頻発している自然災害等や、少子高齢化が進む中で、

育児や介護、自らの疾病など、議員を取り巻く事情が多様化して

いくことも鑑みると、今後、議員が議場に参集できない事態の増

加が想定される。 

二元代表制の一翼を担う議会の権能が発揮できず、市民の負

託に応えることができなくなる事態を回避するためには、定足

数を満たす人数の議員が議場に参集できない場合においても、

議案審議や表決などが行えるよう議会運営方法が確立されてい

なければ、首長の専決処分を漫然と許すこととなり、議会不要論

が増幅することは想像に難くない。 

世界的にも昨今の情報通信技術の発展とともに、既に英国議

会ではオンライン議会を実用化している。しかしながら、我が国

においては、地方自治法第１１３条及び第１１６条第１項にお

ける「出席」の概念は、現に議場にいることと解されているため、

オンライン会議による本会議運営は現行法上困難とされている。 

一方で、総務省は令和２年４月３０日付、総行行第１１７号で、

委員会運営については地方議会における意思決定によってオン

ライン化は可能との見解を発出したが、本会議でのオンライン

化ができなければ議会運営上の利点は限られる。 



また、議会の意思形成過程である委員会審議においてオンラ

イン化の有用性を認識しながら、本会議における導入を否定す

るところに合理性はない。 

よって、国においては、非常時には地方議会の判断で、本会議

運営をオンライン会議などの手段による遠隔審議・議決を可能

とするよう、地方自治法の改正を強く要請する。 

 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

 

令和４年１２月１９日 

 

兵庫県南あわじ市議会議長 長 船 吉 博  



 

意 見 書 提 出 先 

 

 

衆 議 院 議 長  細 田 博 之 様 

          〒100-0014 東京都千代田区永田町1-7-1 

 

参 議 院 議 長  尾 辻 秀 久 様 

          〒100-0014 東京都千代田区永田町1-7-1 

 

内閣総理大臣  岸 田 文 雄 様 

          〒100-8914 東京都千代田区永田町1-6-1 

 

総 務 大 臣  松 本 剛 明 様 

          〒100-8926 東京都千代田区霞ヶ関2-1-2 



 
 

 

提出の理由 

 

 新型コロナウイルス感染症の収束がいまだに見通せない中、地方議会では、議

場に参集することができず、議会を開催できないなどの事態が発生しています。 

また、近年頻発している自然災害等や、少子高齢化が進む中で、今後、議員が

議場に参集できない事態の増加が想定されるため、二元代表制の一翼を担う議会

の権能が発揮できず、市民の負託に応えることができなくなる事態を回避する必

要があります。 

よって、国においては、非常時には地方議会の判断で、本会議運営をオンライ

ン会議などの手段による遠隔審議・議決を可能とするよう、地方自治法の改正を

強く要望するため、関係機関に意見書を提出するものです。 



　次のとおり、地方自治法第１００条第１３項及び会議規則第１６２条の規定により

議員を派遣する。

1 南あわじ市賀詞交換会

(1) 交換会

(2)

(3)

(4) 全議員

2 南あわじ市消防団初出式

(1) 初出式

(2)

(3)

(4) 正副議長、総務文教常任委員

3 南あわじ市二十歳のつどい

(1) 式典

(2)

(3)

(4) 正副議長、総務文教常任委員

4 淡路瓦工業組合「講演会」並びに「新年互礼会」

(1) 講演会・互礼会

(2)

(3)

(4) 議長、産業厚生常任委員長

5 東播・淡路市議会議長会定例会

(1) 定例会

(2)

(3)

(4) 正副議長派遣議員

派遣議員

目 的

派遣場所 福良地区公民館

期 間 令 和 5 年 1 月 24 日

期 間

令 和 5 年 1 月 8 日

派遣議員

令 和 5 年 1 月 4 日

派遣議員

目 的

派遣場所

目 的

派遣場所 観光旅館うめ丸

期 間 令 和 5 年 1 月 19 日

議 員 派 遣 申 出 書

定 例 会令和4年12月19日

目 的

派遣場所 Hotel & Resorts MINAMIAWAJI

期 間 令 和 5 年 1 月 8 日

派遣議員

三原健康広場グラウンド

期 間

目 的

派遣場所 文化体育館



南あわじ市議会

議長　長　船　吉　博　様

１ 事　　件

令和４年 １２ １１ ９日

議会ミ営委員会

委員長　笞　ロ　博

閉会 中の 継続 調を 申芭書

記

（１ ）議会運営に関する事項

（２ ）議会の会議規則、委員会に関する条例等に回する事項

（３ ）議長の諮問に関する事項

２。 期　　隕

次回定例会迄
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本委員会は、 所掌事務のう ち次の‾筝件について、聚会中の継続調査を要する

もの と決定したので、 会議規ｍ第１ ０９ 条の規定によ り串 しｍます。



南あわじ市議会

議長　長　船 口 博　様

令和４年 １　２Ｊ１　１　９日

総務大戦常任委員会

委員長　土　井

鴨傴 中の 継続 調査 中芭書
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本委員会は、 所管事務のう ち次の事件について、 Ｍ会中の継続調まを要する

もの と決定したので、 会議規覧第１ ０９ 条の規定によ り申 しけｊま す。

１

記
Ｓ

事　　件

（１ ）市の総合的を両、調整について

（２ ）行財政計画について

（３ ）市有財産の維持管ＪＩと財源の確保について

（４ ）情報化の推ｔについて

（５ ）離島振Ｓが策について

（６ ）国際交流２１び友好市り‘の調査について

（７ ）人権施策について

（８ ）■防・ 防災蔵策の推をについて

（９ ）教育の九実、文化・ スポーツの振Ｓと 関イ京まＲの卷備について

（１ ０） 青夕年のＳを育成について

（１ １） Ｓ挙管１１委員会、ｔを委員、 固定資監評価審ま委員会に関すること

２。 期　　覧

次回定例会迄
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南あわじ市議会

議長　長　船 口 博　様

令皋］４ 年１　２ｊ　１　９日

産業厚圭常任委員会

委員長　吉　ｍ　氈

現会 中の 継続 調ま 申號書
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本委員会は、 所管事務のう ち次の事件について、 ｍ会中の継続調まを要する

もの と決定したので、 会議規覧第１ ０９ 条の規定によ り申 しｉます。

１

記

事　　件

（１ ）税の賦纛徴収について

（２ ）生活環境の整備推進について

（３ ）福祉笂策について

（４ ）介護保険と 高齢化社会筒策について

（５ ）Ｅ療体制と 健康づく りの推進について

（６ ）商工業八び観光の振興について

（７ ）農業振興の推まについて

（８ ）水産振興の推進について

（９ ）都市ま備‾筝業の推まについて

（１０） 下水道事業の推まについて

（１ １） 農業委員会に関すること

２。 期　　限

次回定例会迄



南あわじ市議会

議長　長　船 七口 博　様

令和４年 １２ 夕ｊ １９日

議会た報広憊常任委員会

委員長　北　条　志　津

Ｍ会 中の 継続 調を 串莖書
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本委員会は、 所喩事務のう ち次の事件について、 Ｍ会中の継続調をを要する

もの と決定したので、 会議規則第１ ０９ 条の規定によ り申 しけｊま す。

１ 事

（１１

（２１

（３１

（４１

（５１

記

件

議会広報詰に関する事項

議会報告会に回する事項

議会ホームページに戛する事項

議会ライ ブ配信、 録画Ｅ信に泓する事項

その他議会ぷ報ま聴活動に関する事項

２。 期　　限

次回定例会迄


